
令和元年度外務大臣表彰受賞者（個人）

受賞者名（敬称略） 肩書き 現住所 功績

1 金浩燮 中央大学政治国際学科教授 大韓民国ソウル特別市
日本と大韓民国との
相互理解の促進

2 洪萬杓 忠清南道経済通商室亜洲チーム長 大韓民国忠清南道
日本と大韓民国との
相互理解の促進

3
吉岡　もと子（通称：
富元　清英）

生田流箏曲三絃演奏家 東京都杉並区
芸術を通じた日本と
大韓民国との文化交
流の促進

4 梁武承 ソウル市 観光人 名誉市長 大韓民国ソウル特別市
日本と大韓民国との
相互理解の促進

5 張文生 北京市月壇中学　校長 中華人民共和国北京市
中華人民共和国にお
ける日本語教育の推
進

6 韋雲隆 重慶理工大学名誉教授 中華人民共和国重慶市
日本と中華人民共和
国との相互理解の促
進

7
ロブサンニャム・ガン
トゥムル

グローバル・インターナショナル・スクール顧問
モンゴル国ウランバートル
市

日本とモンゴルとの
相互理解の促進

8
ツァガーン・バイガル
マー

ウランバートル市議会議員
モンゴル国ウランバートル
市

日本とモンゴルとの
相互理解の促進

9 ブルース・ミラー 前カウラ市長
オーストラリア国ニューサ
ウスウェールズ州

日本とオーストラリア
との相互理解の促進

10 ビル・ウェスト カウラ市長
オーストラリア国ニューサ
ウスウェールズ州

日本とオーストラリア
との相互理解の促進

11 チャオ埴原三鈴 元マッコーリー大学日本語学科長
オーストラリア国ニューサ
ウスウェールズ州

オーストラリアにおけ
る日本語教育の推進

12 村松　貞治 指揮者
オーストラリア国ニューサ
ウスウェールズ州

音楽を通じた日本と
オーストラリアとの文
化交流の促進

13 小川　雅啓 西オーストラリア州兵庫文化交流センター名誉所長
オーストラリア国西オース
トラリア州

オーストラリアにおけ
る日本語教育の推進

14
アルン・ラダ・クリシュ
ナン

西オーストラリア大学柔道クラブ名誉会長
オーストラリア国西オース
トラリア州

オーストラリアにおけ
る日本研究の推進

15
小島　榮松（通称：小
島　舟豊）

書道家
オーストラリア国クイーン
ズランド州

書道を通じた日本と
オーストラリアとの文
化交流の促進

16 エク・ブンタ 文化芸術省無形文化遺産担当局次長
カンボジア王国プノンペン
都

日本とカンボジアとの
相互理解の促進

17 オム・ラヴィ 王立プノンペン大学副学長
カンボジア王国プノンペン
都

日本とカンボジアとの
相互理解の促進

18 山田　隆量 王立芸術大学美術学部客員教授 岐阜県各務原市
芸術を通じた日本とカ
ンボジアとの文化交
流の促進
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19
窪田　泰司（通称：窪
田　光純）

元ベトナム経済研究所会長 神奈川県鎌倉市
日本とベトナムとの経
済関係促進

20 宮城　泰年 聖護院門跡第五十二代門主 京都府京都市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

21
グエン・ティ・ユウ（通
称：釈心智）

在日ベトナム仏教徒協会会長 東京都港区
日本とベトナムとの相
互理解の促進

22 ゴ・ミン・トゥイ ハノイ国家大学外国語大学副学長 ベトナム国ハノイ市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

23 吉水　大智 日新窟住職 東京都港区
日本とベトナムとの相
互理解の促進

24 古田　元夫 日越大学学長 東京都目黒区
日本とベトナムとの相
互理解の促進

25 高木　邦格 学校法人国際医療福祉大学理事長 東京都港区
日本とベトナムとの相
互理解の促進

26
篠田幹男，篠田美津
代夫妻

ナムディン日本語日本文化学院教師 神奈川県南足柄市
ベトナムにおける日
本語教育の推進

27
北川　恵美（通称：勝
恵美）

モアプロダクション代表 ベトナム国ハノイ市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

28 上野　富男 特定非営利活動法人AVENUE名誉会長・プランナー 福島県福島市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

29 池田　節子 特定非営利活動法人日本国際親善協会理事長 東京都新宿区
日本とベトナムとの相
互理解の促進

30 前田　泰昭 大阪府立大学大学院工学研究科名誉教授 大阪府河内長野市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

31 渡邉　和代
認定NPO法人アジア・チャイルドケア・リーグ理事長・創
設者

神奈川県鎌倉市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

32 北原　茂実 医療法人社団KNI理事長 東京都八王子市
日本とベトナムとの相
互理解の促進

33 グエン・ドゥック・ホエ 前ドンズー日本語学校校長 ベトナム国ホーチミン市
ベトナムにおける日
本語教育の推進

34 ヴォ－・トン・スアン 南カントー大学学長 ベトナム国アンザン省
日本とベトナムとの相
互理解の促進

35
ソムオック・キンサ
ダー

国家建設戦線副議長
ラオス国ビエンチャン特別
市

日本とラオスとの相
互理解の促進

36 砂川　元 琉球大学名誉教授 沖縄県那覇市
日本とラオスとの相
互理解の促進
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37 牛田　香 西ヌサトゥンガラ日本人会会長 インドネシア国マタラム市
日本とインドネシアと
の相互理解の促進

38 小堀　宗実 遠州茶道宗家13世家元 東京都新宿区
シンガポールにおけ
る日本文化の普及

39 エドワード・リー マレーシア日本語協会副会長
マレーシア国サイバー
ジャヤ市

マレーシアにおける
日本語教育の推進

40
ゾライダ・ビンティ・ム
スタファ

マレーシア・イスラム科学大学上級講師 マレーシア国カジャン市
マレーシアにおける
日本語教育の推進

41 フランシス・チャン サラワク州柔道協会会長 マレーシア国クチン市
マレーシアにおける
柔道の普及

42 李永福 ヌグリ・スンビラン州柔道協会副会長
マレーシア国スレンバン
市

マレーシアにおける
柔道の普及

43 加藤　賢一 クアラルンプール日本人会監事
マレーシア国クアラルン
プール市

日本とマレーシアとの
経済関係促進

44 吉岡　洋介 ローム・ワコー株式会社名誉会長 岡山県笠岡市
日本とマレーシアとの
経済関係促進

45 青木　弘 UEDA PLATING(M)SDN.BHD.顧問
マレーシア国クアラルン
プール市

日本とマレーシアとの
経済関係促進

46 タルナ・アガルワル いけばなインターナショナルムンバイ支部長 インド国ムンバイ市
インドにおける日本文
化の普及

47 スミット・マリック マハーラーシュトラ州政府情報局長官 インド国ムンバイ市
日本とインドとの相互
理解の促進

48 マノジ・フェルナンド
スリランカ・アマチュア野球／ソフトボール協会国内調
整官

スリランカ国ワッタラ市
スポーツを通じた日
本とスリランカとの相
互理解の促進

49 シシラ・クマル スリランカ空手道連盟会長 スリランカ国ヌゲゴダ地区
スポーツを通じた日
本とスリランカとの相
互理解の促進

50 ガザラ・イルファン パキスタン日本文化協会（PJCA)ラホール支部会長 パキスタン国ラホール市
日本とパキスタンとの
相互理解の促進

51
チャールズ・ダニエ
ル・ファーガソン

米国科学アカデミー原子力・放射線研究会ディレクター 米国ワシントンＤ.C.
日本・アメリカ合衆国
間の科学技術協力の
促進

52 カズ・マニワ 米日カウンシル上級副会長 米国カリフォルニア州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

53 ジャニス・ミリキタニ グライド基金共同創設者 米国カリフォルニア州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

54
ジョアン・スズキ（通
称：鈴木　友穂）

草月流サンフランシスコ・ベイエリア支部名誉ディレク
ター

米国カリフォルニア州
アメリカ合衆国におけ
る日本文化の普及
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55 ドナルド・K・タマキ サンフランシスコ日本町基金理事長 米国カリフォルニア州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

56 ジョン・ホッパー グラナダ高校校長 米国コロラド州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

57 菊地　美恵子 ミシシッピ日米協会理事 米国ミシシッピ州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

58 ルイザー・R・メセッチ チャタヌーガ姉妹都市協会遠野担当副会長 米国テネシー州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

59
モンテ・デル・マル・ノ
ダ・ミーサ

グアム・プレミア・アウトレッツ社長 米国グアム準州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

60 鎌田　美佐子 金八レストラン社長
米国北マリアナ諸島自治
連邦区

アメリカ合衆国におけ
る日本文化の普及

61 高安　啓子 元　ボストン日本語学校主任部長 米国マサチューセッツ州
アメリカ合衆国におけ
る日本語教育の推進

62 ケビン・善三・浅野 ハワイ柔道連盟会長 米国ハワイ州
アメリカ合衆国におけ
る柔道の普及

63 小高　忠三 国際空手道連盟会長 米国ハワイ州
スポーツを通じた日
本とアメリカ合衆国と
の相互理解の促進

64 田中　源蔵 タラハシー日本人会代表 米国フロリダ州
日本とアメリカ合衆国
との相互理解の促進

65 出村 文男 糸東流空手道玄武会現会長 米国カリフォルニア州
スポーツを通じた日
本とアメリカ合衆国と
の相互理解の促進

66
永尾　泰宏（通称：ア
レックス・泰宏　永尾）

コニカミノルタ・ビジネス・ソリューション・カナダ社事務
システム技師

カナダ国アルバータ州
日本とカナダとの相
互理解の促進

67 伊藤　真也 トロント大学小児科・内科・薬理学部教授 カナダ国オンタリオ州
日本とカナダとの相
互理解の促進

68 柴田　潮音
エルサルバドル共和国文化省文化・自然遺産局考古
課考古学調査係調査員

エルサルバドル国サンタ・
テクラ市

日本とエルサルバド
ルとの相互理解の促
進

69
アナ・フランシスカ・ポ
ンセ・デ・レオン・アラ
カワ

キューバ日系人連絡会副会長 キューバ国ハバナ県
日本とキューバとの
相互理解の促進

70
アントニオ・カストロ・
ソト・デル・バジェ

国際柔道連盟大使 キューバ国ハバナ県
スポーツを通じた日
本とキューバとの相
互理解の促進

71
アナ・ルシア・ナサー
ル・ソト

コスタリカ外務省大使
コスタリカ国アラフエラ県
アラフエラ市

日本とコスタリカとの
相互理解の促進

72
ルイス・アロンソ・モラ
ン・セルベジョン

ホンジュラス柔道連盟会長
ホンジュラス国テグシガル
パ市

ホンジュラスにおける
柔道の普及
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73
アマウリ・Ａ・ガルシ
ア・ロドリゲス

メキシコ大学院大学（ＣＯＬＭＥＸ）アジア・アフリカ研究
センター（ＣＥＡＡ）所長

メキシコ国メキシコ市
芸術を通じた日本とメ
キシコとの文化交流
の促進

74
アレハンドロ・カルロ
ス・ウスカンガ・プリエ
ト

メキシコ国立自治大学（ＵＮＡＭ）政治社会学部国際関
係センター教授

メキシコ国メキシコ市
メキシコにおける日本
研究の推進

75
エスペランサ・マサコ・
カスガ・オオサカ

マサトラン日墨協会会長 メキシコ国マサトラン市
日本とメキシコとの相
互理解の促進

76
ウリセス・グラナドス・
キロス

メキシコ自治工科大学（ＩＴＡＭ）国際学部准教授 メキシコ国メキシコ市
メキシコにおける日本
研究の推進

77 セルヒオ・レイ・ロペス メキシコ国際企業連盟アジア太平洋委員会委員長 メキシコ国メキシコ市
日本とメキシコとの経
済関係促進

78 和久井　伸孝 前社団法人日墨協会会長 メキシコ国メキシコ市
日本とメキシコとの相
互理解の促進

79 安富祖　美智江 特定非営利活動法人　ABCジャパン理事長 神奈川県横浜市
日本とブラジルとの相
互理解の促進

80 山本　美佐子 沖縄伝統舞踊講師 アルゼンチン国ラヌス市
アルゼンチンにおけ
る日本文化の普及

81 永田　政子 薬局「ミタムラ」経営（薬剤師）
アルゼンチン国アルミラン
テ・ブラウン市

アルゼンチンにおけ
る日本文化の普及

82 塚田　ミサ子 元メルロ日本語学校教師
アルゼンチン国マルコス・
パス市

アルゼンチンにおけ
る日本語教育の推進

83 仲間　ビセンテ 前ブルサコ日本人会会長
アルゼンチン国アルミラン
テ・ブラウン市

日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進

84 小池　ウンベルト英明 元エスコバル日本人会長
アルゼンチン国エスコバ
ル市

日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進

85
ルイス・マリア・ロぺ
ス・デル・カリル

弁護士
アルゼンチン国ブエノスア
イレス市

日本とアルゼンチンと
の経済関係促進

86 宮里　昌利 アルゼンチン沖縄小林流空手道志道館宮里道場館長
アルゼンチン国コルドバ
市

スポーツを通じた日
本とアルゼンチンとの
相互理解の促進

87 ステラ・マリス　増田 弁護士（調停専門家） アルゼンチン国モロン市
日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進

88
アルフレッド・ロベルト
玉城

サルミエント日本人会会長 アルゼンチン国モレノ市
日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進

89
フェルナンド・フアン
上原

フロレンシオ・バレーラ日本人会長
アルゼンチン国ブエノスア
イレス市

アルゼンチンにおけ
る日本語教育の推進

90 オラシオ　加賀美 元アルゼンチン・セントロ・ニッケイ会長
アルゼンチン国アルミラン
テ・ブラウン市

日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進
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91 松之下　実 元在亜ガルアペ日本人会会長
アルゼンチン国プエルト・
リコ市

日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進

92 柏木　光男 元マルコスパス日本人会会長
アルゼンチン国マルコス
パス市

日本とアルゼンチンと
の相互理解の促進

93
ダルウィン・ロベルト・
ピソルノ・アラニス

モンテビデオ県日本庭園「平成苑」管理責任者
ウルグアイ国モンテビデ
オ市

日本とウルグアイと
の相互理解の促進

94 山田　美枝 元在ウルグアイ日本人会附属日本語学校教師
ウルグアイ国モンテビデ
オ市

ウルグアイにおける
日本語教育の推進

95 イッサ・コート・ガリガ 下院議員
チリ国リベルタドール・ヘ
ネラル・ベルナルド・オヒ
ギンス州ランカグア市

日本とチリとの相互
理解の促進

96
阪本　プラド　パブロ・
アントニオ　克盛

中央日本人会会長
チリ国首都圏州サンティア
ゴ市

日本とチリとの相互
理解の促進

97
ソフィア・ナカヤマ・タ
ナカ

元教育文化省アルト・パラナ県担当視学官 パラグアイ国イグアス市
日本とパラグアイとの
相互理解の促進

98 谷脇　申昭 デイサービス「さくら」運営委員
パラグアイ国アスンシオン
市

パラグアイにおける
邦人援護活動

99
アポロニオ・ハルオ
三井

トリニダー病院消化器科・内視鏡科部長
パラグアイ国エンカルナシ
オン市

日本とパラグアイとの
相互理解の促進

100 工藤　悦子 ピラポ日本語学校校長 パラグアイ国ピラポ市
パラグアイにおける
日本語教育の推進

101
カルロス・マグノ・カン
ポス・ダ・ホーシャ

元ブラジル農牧研究公社総裁 ブラジル国ゴイアス州
日本とブラジルとの経
済関係促進

102
エウザミ・ミワ・オナカ
（通称：尾中　エウザ
ミ　美和）

剣道師範
ブラジル国フレイ・ロジェリ
オ市

ブラジルにおける剣
道の普及

103
ラウラ・ミツコ・オモト
（通称：小本　ラウラ
光子）

クリチバ日伯文化援護協会日本語講座校長 ブラジル国クリチバ市
ブラジルにおける日
本語教育の推進

104
サチオ・カユカワ（通
称：粥川　幸男）

アプカラナ文化体育協会評議委員長 ブラジル国アプカラナ市
日本とブラジルとの相
互理解の促進

105
セイコ・ヤマナカ・サ
サヤ(通称：山中　笹
谷　聖子）

クリチバ日伯文化援護協会日本語講座教師 ブラジル国クリチバ市
ブラジルにおける日
本語教育の推進

106 三都主　アレサンドロ INSTITUTO ALEX SANTOS会長 ブラジル国マリンガ市
スポーツを通じた日
本とブラジルとの相互
理解の促進

107
エリザベッチ・アケミ・
ウエタ・ニシモリ（通
称：西森　明美）

ブラジル歌謡協会会長 ブラジル国マリンガ市
ブラジルにおける日
本文化の普及

108
テイシュン・ヒラマツ
（通称：平松　貞俊）

ブラジル出稼ぎ協会会長 ブラジル国クリチバ市
日本とブラジルとの相
互理解の促進
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109
中平　眞理子（通称：
中平　マリコ）

歌手 東京都葛飾区
ブラジルにおける日
本文化の普及

110 南　利実 元サンパウロ日伯援護協会日伯友好病院　院長 ブラジル国サンパウロ市
ブラジルにおける邦
人援護活動

111
マウリリオ・ビアジ・
フィーリョ

マウビザグループ社長
ブラジル国リベイロンプ
レット市

日本とブラジルとの経
済関係促進

112 呉屋　新城　春美 元ブラジル日本文化福祉協会会長 ブラジル国バルエリ市
日本とブラジルとの相
互理解の促進

113 山下　治 元コロニアピニャール文化体育協会会長
ブラジル国サン・ミゲル・
アルカンジョ市

日本とブラジルとの相
互理解の促進

114 日下野　良武 ブラジル日本語センター理事長 ブラジル国サンパウロ市
ブラジルにおける日
本語教育の推進

115 武田　紀子 結の会会長
ブラジル国アマゾナス州
マナウス市

日本とブラジルとの相
互理解の促進

116 ミノル・マツウラ リオデジャネイロ日系協会会長
ブラジル国リオデジャネイ
ロ市

日本とブラジルとの相
互理解の促進

117
ジョアン・コウジ・スナ
ノ

バイア州財務局徴税監査官
ブラジル国サルバドール
市

日本とブラジルとの相
互理解の促進

118
ロベルト・フジオ・ミズ
シマ

バイア日伯文化協会連合会会長
ブラジル国サルバドール
市

日本とブラジルとの相
互理解の促進

119
アルマンド・秀樹　篠
原

ペルナンブコ連邦大学（UFPE）機械工学部教授 ブラジル国レシフェ市
ブラジルにおける日
本語教育の推進

120
アンゲリカ・ニュスベ
ルガー

欧州人権裁判所副長官
フランス国ストラスブール
市

日欧の相互理解の促
進

121 横山　進一 住友生命保険相互会社　特別名誉顧問 東京都新宿区
日本と諸外国との相
互理解の促進

122 マーク・イーガン
ワールド・ラグビー競技大会＆パフォーマンス統括責
任者

アイルランド国ダブリン市
スポーツを通じた日
本とアイルランドとの
相互理解の促進

123
マリア・ロベルタ・ノ
ヴィエッリ

ヴェネツィア・カフォスカリ大学哲学・文化財学部准教
授

イタリア国パドヴァ市
芸術を通じた日本とイ
タリアとの文化交流
の促進

124
マルチェッラ・マリオッ
ティ

ヴェネツィア・カフォスカリ大学アジア・北アフリカ研究
学部准教授

イタリア国ヴェネツィア市
欧州における日本語
教育の推進

125
ロビン・ウィリアム・グ
ライムス

インペリアル・カレッジ・ロンドン教授 英国ロンドン市
日本・英国間の科学
技術協力の促進

126 ノエル・サッチャー 理学療法士 英国ハーロウ市
スポーツを通じた日
本と英国との相互理
解の促進
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127
ジェーン・ハッセル＝
マコッシュ

ワールド・オリジナル・マーマレード・アワーズ・アンド・
フェスティバル創設者

英国ペンリス市
日本と英国との相互
理解の促進

128 吉武　理恵 酒プロモーター 英国ロンドン市
日本と英国との経済
関係促進

129 シャボット　あかね 通訳
オランダ国アームスフォー
ト市

日本とオランダとの相
互理解の促進

130
ウッラ・マールガレー
タ・エードベリ

前国立民族学博物館プログラム・コーディネーター
スウェーデン国ストックホ
ルム市

スウェーデンにおける
日本文化の普及

131 鈴木　満 リンネ大学相談役
スウェーデン国ヴェク
ショー市

日本とスウェーデンと
の相互理解の促進

132
エロイ・ラモス・フアレ
ス

ラジオ情報番組「Asia Hoy」ディレクター スペイン国マドリ－ド市
日本とスペインとの相
互理解の促進

133
ホルヘ・カルロス・パ
ルド・ハリオ

サラゴサ折紙博物館館長 スペイン国サラゴサ市
スペインにおける日
本文化の普及

134
フランシスコ・デ・ラ・ト
－レ・プラドス

マラガ市長 スペイン国マラガ市
日本とスペインとの相
互理解の促進

135
ブライ・グアルネ・カベ
ジョ

バルセロナ自治大学翻訳・通訳、東アジア研究学部東
アジア研究課程コーディネーター

スペイン国バルセロナ市
スペインにおける日
本研究の推進

136
アンジェルス・ペレグ
リン・ソレ

バルセロナ大学東アジア及び南東アジア担当コーディ
ネーター

スペイン国バルセロナ市
日本とスペインとの経
済関係促進

137 長島　要一 コペンハーゲン大学名誉教授 デンマーク国エルシノア市
デンマークにおける
日本研究の推進

138
玲子　安倍　オース
タッド

オスロ大学文化研究・東洋言語学部日本学科・研究科
教授

ノルウェー国オスロ市
ノルウェーにおける日
本語・日本文学の推
進

139 アラン・ブリオ 日本研究者
フランス国ブーローニュ・
ビヤンクール市

フランスにおける日本
文化の普及

140 セシル・ボス
国立行政学院（ＥＮＡ）フランス語教授兼外国人学生指
導コーディネーター

フランス国ストラスブール
市

日本とフランスとの相
互理解の促進

141
フランソワ・ジェケー
ル

盆栽家
フランス国フローニンゲン
市

フランスにおける日本
文化の普及

142
ヴィルジニー・フェル
モー

アルザス・欧州日本学研究所事務局長 フランス国コルマール市
日本とフランスとの相
互理解の促進

143
ジャン=クロード・トン
ドール

サヴォア日本武道協会会長
フランス国サン・オッフェン
ジュ・デュシュ市

フランスにおける柔道
の普及

144 ダニエル・スーサン 松濤館空手クラブ指導責任者
フランス国カルイール・エ・
キュイール市

スポーツを通じた日
本とフランスとの相互
理解の促進
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145 マレ　山崎　比彩乃
ジャン・ムーラン・リヨン第三大学大学院　外国語学部
日本語学科アグレジェ教員

フランス国リヨン市
フランスにおける日本
語教育の推進

146 山口　剛一 リヨン日本人会事務局長補佐 フランス国リヨン市
日本とフランスとの相
互理解の促進

147 島守　玲子
元ジャン・ムーラン・リヨン第三大学外国語学部日本学
科学科長

フランス国リヨン市
フランスにおける日本
語教育の推進

148
レオニルダ・イジドー
ロ・カヴァコ・アルファ
ロビーニャ

俳句専門家 ポルトガル国リスボン市
ポルトガルにおける
俳句の普及

149
フェルナンド・ピント・
ベッサ

ポルトガル日本商工会議所名誉会長 ポルトガル国リスボン市
日本とポルトガルとの
経済関係促進

150
オウレリウス・ジーカ
ス

前ビタウタス・マグヌス大学アジア研究センター所長 リトアニア国カウナス市
リトアニアにおける日
本語教育の推進

151
スピリドン・G・ドロスラ
キス

ギリシャ剣道居合道長刀連盟会長 ギリシャ国アテネ市
武道を通じた日本と
ギリシャとの相互理
解の促進

152
向　由美（通称：向
宗由）

リートベルク美術館茶道部門主任
スイス国チューリッヒ州
チューリッヒ市

スイスにおける日本
文化の普及

153
山田　博美（通称：山
田　宗博）

茶道裏千家淡交会ジュネーブ協会会長 スイス国ニヨン市
スイスにおける日本
文化の普及

154 島田　由美子 池坊ジュネーブ・スタディー・グループ代表
スイス国ル・グランサコネ
市

スイスにおける日本
文化の普及

155
ハインツ=ディーター・
レーゼ

国際交流基金ケルン日本文化会館職員（文化（舞台芸
術）担当）

ドイツ国ケルン市
ドイツにおける日本文
化の普及

156 ハラルド・バウム マックス・プランク外国・国際私法研究所上級研究員 ドイツ国ハンブルク市
日本とドイツとの相互
理解の促進

157 金子　浩永 ドイツ国内弁護士 ドイツ国デュッセルドルフ
日本とドイツとの相互
理解の促進

158
クリスタ・カイザー＝
ヘルシャー

元デュッセルドルフ・ツェツィリエン・ギムナジウム校長 ドイツ国ノイス
ドイツにおける日本語
教育の推進

159
ボードー・ベッケドル
フ

ヴィンゼン独日協会会長
ドイツ国ヴィンゼン（ルー
ヘ）市

日本とドイツとの相互
理解の促進

160
フランク・レーヴェカン
プ

ルートヴィヒスハーフェン経済大学東アジアセンター所
長

ドイツ国ハイデルベルク市
日本とドイツとの相互
理解の促進

161 坂元　三徳 日本食レストラン「鮨元」オーナーシェフ
ドイツ国フランクフルト・ア
ム・マイン市

ドイツにおける日本食
文化の普及

162 関口　邦彦 ミュンヘン日本人国際学校名誉理事
ドイツ国ストラスラッハ・
ディンクハルティング市

日本とドイツとの相互
理解の促進
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163
ファイチャーク・ジュル
ジ・マルギット

ホップ・フェレンツ東洋美術館館長 ハンガリー国プダペスト市
ハンガリーにおける
日本文化の普及

164
ヴィンテルマンテル・
ペーテル

元ハンガリー外務省次官補 ハンガリー国プダペスト市
日本とハンガリーとの
相互理解の促進

165 ボヤン・ジェコフ 日本友の会事務局長 ブルガリア国ソフィア市
日本とブルガリアとの
相互理解の促進

166
ボイカ・エリット・ツィゴ
ヴァ

ソフィア大学「聖クリメント・オフリドスキ」古典・現代言
語学部日本学科教授

ブルガリア国ソフィア市
ブルガリアにおける日
本語教育の推進

167 イェジ・サピエラ ポーランド合気道連盟技術委員
ポーランド国シクラルス
カ・ポレンバ市

スポーツを通じた日
本とポーランドとの相
互理解の促進

168 マチェイ・バドラ ヴァウブジフ経済特別区インベスト・パーク社長
ポーランド国ヴァウブジフ
市

日本とポーランドとの
経済関係促進

169 根本　清一 ＮＰＯ法人北海道・ロシア文化協会会長 北海道札幌市
日本とロシアとの相
互理解の促進

170
ラザレフ・ゲンナー
ジー

ウラジオストク国立経済・サービス大学理事長 ロシア国ウラジオストク市
日本とロシアとの相
互理解の促進

171 ヴァシュコヴァ・ミラ
プーシキン名称サンクトペテルブルク市中央児童図書
館第二分館・サンクトペテルブルク歴史文化児童図書
館長

ロシア国サンクトペテルブ
ルク市

日本とロシアとの相
互理解の促進

172 クリモフ・ヴァジム ロシア科学アカデミー東洋写本研究所上級研究員
ロシア国サンクトペテルブ
ルク市

ロシアにおける日本
研究の推進

173 ラゾー・セルゲイ サンクトペテルブルク伝統弓道連盟代表 ロシア国セルトロヴォ市
ロシアにおける日本
文化の普及

174 ルィビナ・ガリーナ 日露通訳
ロシア国サンクトペテルブ
ルク市

日本とロシアとの相
互理解の促進

175 コン・エン・フヴァ ザバイカル地方議会副議長 ロシア国チタ市
日本とロシアとの相
互理解の促進

176
ソボレヴァ・ナタリヤ・
セルゲエヴナ

日本文化センター「ハマナス」所長 ロシア国ワニノ市
日本とロシアとの相
互理解の促進

177
ゴルバチョフ・ニコラ
イ・ウラジミロヴィッチ

アンガルスク小松友好協会会長 ロシア国アンガルスク市
日本とロシアとの相
互理解の促進

178 市橋　克哉 名古屋大学大学院法学研究科教授 愛知県名古屋市
日本とウズベキスタン
との相互理解の促進

179
ファルーフ・ウスマー
ノフ

ウズベキスタン芸術アカデミー付属平山郁夫国際文化
キャラバンサライ館長

ウズベキスタン国タシケン
ト市

ウズベキスタンにお
ける日本文化の普及

180
アブドゥラヒム・マン
ナーノフ

元タシケント国立東洋学大学学長
ウズベキスタン国タシケン
ト市

ウズベキスタンにお
ける日本語教育の推
進
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181 石田　紀郎 NPO法人「市民環境研究所」代表理事 京都府京都市
日本とカザフスタンと
の相互理解の促進

182 私市　正年 上智大学名誉教授 東京都狛江市
日本とアルジェリアと
の相互理解の促進

183 小野　照政 元日揮常務取締役・ＪＧＣアルジェリア社社長 東京都港区
日本とアルジェリアと
の経済関係促進

184
イブラヒム・マフムー
ド・イブラヒム・エルア
ラビー

エル・アラビー・グループ副会長 エジプト国カイロ県
日本とエジプトとの経
済関係促進

185
カラム・ハリール・
サーレム

カイロ大学文学部日本語学科教授 エジプト国ギザ県
エジプトにおける日本
研究の推進

186
ターレク・サイード・モ
ハメド・サイード

裏千家淡交会エジプト協会 エジプト国カイロ県
エジプトにおける日本
文化の普及

187
ヒュセイン・ジャン・エ
ルキン

アンカラ大学日本語・日本文学科学科長 トルコ国アンカラ市
トルコにおける日本文
化の普及

188
カワ・サミ・サブリ・ア
ルソラニ

ピースウィンズ・ジャパン在イラク代表 イラク国エルビル市
日本とイラクとの相互
理解の促進

189

キャマル・モサッファ
イ・タブリーズィ（通
称：キャマル・タブリー
ズィ）

映画監督 イラン国テヘラン市
芸術を通じた日本とイ
ランとの文化交流の
促進

190
ホルドファ・ベケレ・ゴ
メ

人民代表議会議員
エチオピア国アディスアベ
バ市

日本とエチオピアとの
相互理解の促進

191 ジョゼ・ラミ・ンズンズ 教育・科学研究担当大統領顧問
コンゴ民主共和国キン
シャサ特別州

日本とコンゴ民主共
和国との相互理解の
促進

192 ジョン・チレシェ 元JICAザンビア事務所在外専門調査員（教育分野） ザンビア国ルサカ市
日本とザンビアとの
相互理解の促進

193 高良　初子 ザンビア・日本協会会長代理 ザンビア国ルサカ市
日本とザンビアとの
相互理解の促進

194 アマドゥ・リィ
シェイク・アンタ・ジョップ大学芸術・人間科学部仏語学
科教授（アフリカの言語・アフリカ文学）

セネガル国ダカール市
セネガルにおける日
本文化の普及

195
エドウィン・ポール・ム
ヘデ

タンザニア歳入庁長官 タンザニア国ドドマ
日本とタンザニアとの
経済関係促進

196
サイド・アフメド・モハ
メド

元大阪外国語大学教授 タンザニア国ペンバ島
日本とタンザニアとの
相互理解の促進

197
ランジアナスルニャイ
ク・シテニ・ティエリ

マダガスカル柔道連盟会長
マダガスカル国アンタナナ
リボ市

マダガスカルにおけ
る柔道の普及

198 寶山　晶子 モザンビーク太陽中学校・高等学校理事長 モザンビーク国ベイラ市
日本とモザンビークと
の相互理解の促進
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199 ハン・ゾウ ミャンマー国建設大臣 ミャンマー国ネピドー
日本とミャンマーとの
相互理解の促進

200 安藤　宏基
日清食品ホールディングス株式会社代表取締役社長・
CEO

東京都新宿区
国際連合に関する理
解の増進

201 森　康二郎
元JICA専門家(人とトキが共生できる地域環境づくりプ
ロジェクト　チーフアドバイザー)

千葉県浦安市
日本と中華人民共和
国との相互理解の促
進

202 田中　由美子 城西国際大学国際人文学部招聘教授 東京都文京区
技術協力分野におけ
る国際協力の推進

203 八島　繼男 一般社団法人国際善隣協会顧問 東京都調布市
技術協力分野におけ
る国際協力の推進

204
ブライアン・テラ
("BT") スリングス
ビー

公益社団法人グローバルヘルス技術振興基金設立
者，元ＣＥＯ兼専務理事

東京都渋谷区
技術協力分野におけ
る国際協力の推進

205 田中　徹二 グローバル連帯税フォーラム代表理事 東京都杉並区
日本と諸外国との相
互理解の促進

206 竹内　政司 竹内運輸工業株式会社　代表取締役社長 東京都国分寺市
領事，移住事業の遂
行に貢献

※令和４年１１月４日　寶山晶子氏への表彰を取り消しました。
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